
日 建 連 活 動 報 告
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ｎ
の
推
進
、

と
り
わ
け
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
を
起
爆
剤
と
し

た
新
技
術
を
現
場
に
展
開
す
る
こ
と
で

現
場
の
生
産
性
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

　

建
設
業
が
将
来
に
わ
た
り
社
会
資
本

を
整
備
し
て
い
く
た
め
に
は
国
民
の
理

解
が
不
可
欠
で
あ
る
。政
府
、メ
デ
ィ
ア
、

国
民
が
注
目
し
て
い
る
今
こ
そ
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、本
日
の
講
演
会
参
加

者
一
人
ひ
と
り
が
講
演
内
容
を
積
極
的

に
発
信
願
い
た
い
」と
呼
び
か
け
た
。

　

続
い
て
イ
ン
フ
ラ
再
生
研
究
会
代
表

の
足
立
敏
之
参
議
院
議
員
が
、昨
年
十

一
月
に
上
梓
し
た『
荒
廃
す
る
日
本　

こ
れ
で
い
い
の
か
ジ
ャ
パ
ン
・
イ
ン
フ
ラ
』

の
概
要
に
つ
い
て
講
演
。こ
の
な
か
で

「
わ
が
国
の
イ
ン
フ
ラ
は
全
体
の
レ
ベ
ル

が
上
が
る
前
に
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

こ
れ
は
由
々
し
き
問
題
で
あ
る
。ま
た
、

米
国
な
ど
諸
外
国
に
比
べ
て
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
水
準
は
か
な
り
遅
れ
て
い
る
。こ

「
社
会
資
本
整
備
が
果
た
す
役
割
」

講
演
会
を
開
催

　

そ
の
上
で
、「
日
建
連
は
、中
長
期
的

な
担
い
手
確
保
の
た
め
週
休
二
日
を
前

提
と
し
た
働
き
方
改
革
と
生
産
性
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

国
土
交
通
省
は
、設
計
労
務
単
価
の

七
年
連
続
の
引
上
げ
、低
入
札
価
格
調

査
基
準
の
改
定
、適
正
工
期
の
確
保
努

力
の
義
務
化
、新
・
担
い
手
三
法
の
成
立

な
ど
、様
々
な
施
策
に
よ
っ
て
私
ど
も
の

活
動
を
強
力
に
後
押
し
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。日
建
連
は
こ
れ
に
し
っ
か
り
と

呼
応
し
、建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
や
労
務
費
見
積
り
尊
重
宣
言
促
進
モ

デ
ル
工
事
な
ど
の
取
組
み
を
通
じ
て
、会

員
企
業
の
働
き
方
改
革
は
も
と
よ
り
技

能
者
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
も
更
に
前

進
さ
せ
て
い
く
と
と
も
に
、民
間
発
注
者

に
対
し
て
は
こ
う
し
た
日
建
連
の
活
動

を
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
丁
寧

な
働
き
か
け
を
続
け
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、プ
レ
キ
ャ
ス
ト
を
は
じ
め
と
す
る

　

日
建
連
土
木
本
部
は
一
月
十
五
日
、

東
京
証
券
会
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て「
社
会

資
本
整
備
が
果
た
す
役
割
」講
演
会
を

開
催
し
た
。

　

会
の
冒
頭
、挨
拶
に
立
っ
た
宮
本
洋
一

副
会
長・土
木
本
部
長﹇
清
水
建
設
㈱
会

長
﹈は
、多
発
・
激
甚
化
す
る
自
然
災
害

に
備
え
る
た
め
に
は
、ス
ト
ッ
ク
効
果
の

高
い
社
会
資
本
を
戦
略
的
に
整
備
す
る

こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
、予
防
・
保
全

を
基
本
と
し
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス・
サ
イ
ク

ル
の
構
築
も
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
強

調
し
た
。

の
よ
う
な
状
況
で
本
当
に
良
い
の
か
。こ

の
問
題
意
識
を
国
民
全
体
に
認
識
し
て

も
ら
い
た
い
」と
訴
え
た
。

　

次
い
で
池
内
幸
司
東
京
大
学
大
学
院

教
授
が「
台
風
一
九
号
等
に
よ
る
豪
雨

災
害
の
教
訓
と
気
候
変
動
を
踏
ま
え
た

水
害
へ
の
備
え
」、国
土
交
通
省
の
五
道

仁
実
水
管
理
・
国
土
保
全
局
長
が「
近

年
の
災
害
と
今
後
の
水
災
害
対
策
に
つ

い
て
」、最
後
に
河
村
賢
二
内
閣
官
房
国

土
強
靭
化
推
進
室
参
事
官
が「
国
土
強

靭
化
の
最
近
の
取
組
状
況
」に
つ
い
て
講

演
を
行
っ
た
。

　

当
日
は
日
建
連
会
員
企
業
社
員
な
ど

約
二
五
〇
名
の
参
加
が
あ
り
、来
場
者

は
各
講
演
者
の
話
を
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
た
。

別
賞（
ユ
ニ
ー
ク
部
門
）が
与
え
ら
れ
る
。

　

温
暖
化
対
策
部
会
で
は
、二
〇
一
六

年
に
策
定
し
た「
建
設
業
の
環
境
自
主

行
動
計
画
第
六
版
」に
基
づ
き
、施
工

段
階
で
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
向
け
た
取
組

み
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
る
省
燃

費
運
転
研
修
会
の
取
組
み
を
ユ
ニ
ー
ク

部
門
に
応
募
し
た
と
こ
ろ
、会
員
企
業

の
環
境
担
当
者
、協
力
会
社
の
管
理

者
・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
等
を
対
象
と
し
た

油
圧
シ
ョ
ベ
ル
、ト
ラ
ッ
ク
ダ
ン
プ
等
の

作
業
所
内
で
実
践
し
て
い
る
省
燃
費
運

転
普
及
へ
の
取
組
み
が
高
く
評
価
さ

れ
、今
回
受
賞
し
た
。

　

表
彰
式
は
、二
〇
一
九
年
十
一
月
二

十
七
日
に
東
京
・
千
代
田
区
の
内
幸
町

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た「
二
〇
一
九
年

度
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」の
な

か
で
行
わ
れ
、大
聖
泰
弘
審
査
委
員
長

二
〇
一
九
年
度

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
コ
ン
ク
ー
ル

審
査
委
員
長
特
別
賞
を
受
賞

　
「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
」

は
、エ
コ
ド
ラ
イ
ブ（
環
境
負
荷
の
軽
減

に
配
慮
し
た
自
動
車
の
使
用
）の
普
及

活
動
の
一
つ
と
し
て
、公
益
社
団
法
人

交
通
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団
が

主
催
す
る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
の
優
れ

た
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
事
業
者
及
び

団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
、毎
年
度
、

事
業
部
門（
緑
ナ
ン
バ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク
・

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
運
輸
事
業

者
）、一
般
部
門（
白
ナ
ン
バ
ー
の
運
輸

業
以
外
の
一
般
事
業
者
）、ユ
ニ
ー
ク
部

門（
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
関
す
る
独
自
の
取

組
み
を
し
て
い
る
様
々
な
主
体
）ご
と

に
優
れ
た
取
組
み
を
募
集
し
て
い
る
。

各
部
門
で
最
も
優
れ
た
取
組
み
を
し

て
い
る
事
業
者
及
び
団
体
に
は
、国
土

交
通
大
臣
賞（
事
業
部
門
）、環
境
大

臣
賞（
一
般
部
門
）、審
査
委
員
長
特

　

日
建
連
環
境
委
員
会（
櫻
野
泰
則
委

員
長﹇
㈱
熊
谷
組
社
長
﹈）温
暖
化
対
策

部
会
が
実
施
し
て
い
る
省
燃
費
運
転
研

修
会
の
取
組
み
が
こ
の
た
び
、二
〇
一

九
年
度
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
コ
ン
ク
ー
ル

審
査
委
員
長
特
別
賞
を
受
賞
し
た
。

か
ら
高
橋
工
温
暖
化
対
策
部
会
長
に

審
査
委
員
長
特
別
賞
の
表
彰
状
並
び

に
盾
が
手
渡
さ
れ
た
。表
彰
式
終
了
後

に
は
、各
賞
を
受
賞
し
た
事
業
者
及
び

団
体
の
代
表
に
よ
る
取
組
み
事
例
の
発

表
が
行
わ
れ
た
。高
橋
部
会
長
は
、「
建

設
業
に
お
け
る
省
燃
費
運
転（
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
）の
取
組
み　

わ
た
し
た
ち
に

で
き
る
地
球
温
暖
化
防
止
」に
つ
い
て

講
演
を
行
っ
た
。

日建連の取組みを発表する高橋部会長 宮本洋一土木本部長
「立川市立第一小学校・柴崎学習館・柴崎図書館・柴崎学童保育
所」（2014年）を紹介する赤松氏。

表彰状を受け取る高橋部会長審査委員長特別賞 盾

足立敏之
参議院議員

池内幸司
東京大学大学院教授

河村賢二内閣官房
国土強靭化推進室参事官

五道仁実
国土交通省

水管理・国土保全局長

「社会資本整備が
果たす役割」講演
会の情報は左記の
QRコードからご覧
いただけます。
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